
【資料】R6 年度特別展アンケート結果（回答者数 483 人） 

 

 

 

【来場者について】 

 

 

※アンケート実施日 8/1～ 8/11（ 8/5［休館日］除く）  

 ※アンケート実施者は，上記期間中に特別展に来場した方に出口付近でランダムに声がけし，協力

の承諾を得られた方とした。  
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【広報等について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●特別展｢恐竜最前線 2024～奇跡の恐竜カムイサウル

ス～｣をどのようにお知りになりましたか。（複数回答可） 
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①学校で配付されたリー

フレット

②市政だより

③ポスターを見た

④新聞や雑誌

⑤科学館ホームページ

⑥SNS（Instagram，

Twitter，Facebookな…

⑦知り合いから聞いた

⑧科学館に来てから知っ

た

⑨その他

●特別展｢恐竜最前線 2024～奇跡の恐竜カムイサウル

ス～｣にお越しになった理由を教えてください。（複数回答

可） 
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①恐竜に興味があった

から

②毎年科学館の特別展

にきているから

③科学を楽しく学べると

思ったから

④仙台観光のひとつとし

て

⑤楽しそうだったから

⑥家族での外出として

⑦夏休みの思い出作りに

⑧その他

〔その他〕 

・絵日記の宿題のため  

・前を通って気になっていた  

・どこでもパスポートが使えるから  

未就学児      小学生以上入館者  
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〔その他〕  

・毎年やっているから  ・ TV のニュース  

・科学館で配布していたフライヤー  

・ google の紹介  ・前を通って看板を見ていた  



【展示内容等について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●特別展｢恐竜最前線 2024～奇跡の恐竜カムイサウル

ス～｣の感想をお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①大変満足
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特別展の感想をお聞かせください

●今回の特別展をご覧になった時間（入場から退場まで

のお時間）はどのくらいでしたか。 
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③20～30分

30%
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⑤40分以
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特別展の滞在時間

●展示内容で興味が持てたものを教えてください。 

 （複数回答可） 
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①恐竜の骨格標本（ホ

ネ）の展示

②恐竜の生体復元（生

きていた様子）の展示

③最新研究についての

展示（鳴き声展示，新…

④カムイサウルス発掘

記のパネル展示

⑤化石にさわれるハン

ズオン展示

⑥ CG再現による映像展

示

⑦恐竜と歩こう体験

⑧海の中の写真(しゃし

ん)スポット

⑨関連化石（ショー

ケース）の展示

⑩恐竜学者からのメッ

セージパネルの展示

⑪宮城県の化石（アン

モナイト，ウタツギョ…

展示内容で興味が持てたものを教えてくださ

い。（複数回答可）

［理由］ 

・日本の恐竜は親近感がわき，楽しめた。  

・カムイサウルスに会えたことで満足した。  

・思った以上の迫力で，大満足した。  

・カムイサウルスのビデオやパネル説明がわか

りやすかった。  

・字を読めない子どもには，ジオラマがわかりや

すくてよかった。  

・歯や皮膚の化石など触れる展示がよい。  

・名前を聞いたことのない恐竜や，羽毛の生えた

恐竜など，発見しながら楽しく見学できた。  

・このような大規模な展示はなかなか見ること

ができない。  

［課題］ 

・展示の数が少ない。実物の骨格が見たい。  

・体験できる参加型の展示があるとよい。  

・前回展示していたものがあってがっかり。  

・未就学児には見えにくい高さの物があった。  

・プロジェクターの文字が読み取りにくかった。 

●特別展示室外の体験，連携展示で興味が持てたもの

を教えてください。（複数回答可） 
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①恐竜牧場

②恐竜ペーパークラフト

回答者 449 人中  

・どちらも小さい子が楽しめる企画でよかった。 

・予約制ではないところがよかった。  

・子どもと大人が一緒に楽しめた。  

・クラフトはほどよい難しさで達成感があった。 

・かわいい写真が撮れました。  

・かぶった子とすれ違い，入る前から楽しみ。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●スタッフの配置や説明は十分でしたか。 
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29%
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69%

③あまり良

くなかった

2%

④良くな

かった

0%

スタッフの配置や説明は十分だったか

●特別展に関するご意見・ご感想などを自由にお書きください。 

 

［自由記述抜粋］ 

 

＜成果＞ 

・恐竜が好きで普段から興味があったので、身近で大きい展示会が見られてよかった。 

・県外に行かずとも，とても充実した恐竜展が見られたので子供たちがとても喜んでいた。  

・家族の夏休みの思い出作りができてよかった。  

・恐竜の大きな標本にびっくりしていた。  

・着ぐるみ体験は、やっている方も見ている方も楽しかった。  

・子供たちにわかりやすく説明されていてよかった。 

・クリーニング体験では、化石の重さもわかって良かった。 

・写真をたくさん撮れた。  

・子どもがちょうど飽きずに楽しめるスケールで良い。 

・子供の勉強になって良いと思う。 

・来年もまた来ようと思う。  

・子どもに夢を与えてくれてありがとうございます。 

 

＜課題＞ 

・大人料金が少し高い。  

・ダイナソー小林さんの講演会にあたらなく，とても残念。行きたかった。 

・恐竜展を多くしてもらえると子どもが喜びます。  

・これからも新しい発見の展示をお願いします。  

・発掘に使う用具に興味を持った様子だった。実際に動くとなるとなお良かった。 

・もっと展示物が増えたら見応えがあって良いと思う。 

・リアル感を出すためか，展示室が暗かった。もう少し明るいとありがたい。 

・同伴している高齢者のために，椅子があるとよかった。 

 

＜今後＞ 

・夏の特別展をいつも楽しみにしている。”生きている”昆虫展などもやってもらいたい。 

・ UFO 型信号機など，特別な信号機の特別展もぜひお願いします。  

・さまざまな分野を幅広く扱ってほしい。 

 

［理由］ 

・親切な説明と笑顔での対応がよい印象だった。 

・すぐ近くにいてくれ，安心できました。  

・こどもにもやさしく接してくれた。  

・進んで話しかけてくれてわかりやすかった。  

・ちょうどよい距離感でした。  

 

・標本などの説明もあればよかった。  

・スタッフがいたことに気がつけなかった。  

・やさしい口調の方とそうでは無い方がいまし

た。  

・あまり説明が必要な場面が無かった。  



【調査結果の分析】 

●来館者について 

主な来館者は，小学生や未就学児を含む家族連れであった。昨年度と比較すると，

未就学児の割合が 7％， 30 代一般来館者の割合が 3％増加した。全体の約 80％が県内

からの来館で，仙台市内からの来館者が約 60％を占めた。県外からの来館者は昨年度

より 4％増加し，関東・中部地方からの来館者が最も多く，全体の 47％であった。 

今年度は，カムイサウルスという貴重な標本を展示のメインに据えたことで，多く

の恐竜ファンが来館した。これにより，県外からの来館者や大人の来館者が増加した

と考えられる。さらに，お盆の時期には帰省中に来館した方も多く，全国各地から来

館者が集まった。また，映像展示や体験型の展示・イベントを増やしたことが，未就

学児の割合増加につながったと推測される。 

特別展期間中，来館者は 1,100 人を下回ることなく，すべての日曜日とお盆期間中

には，連日 2,000 人を超えた。最終的な来館者総数は 61,737 人となり，これは 2012

年以降で最多となった。  

●広報について 

今年度も県内の子どもたちにリーフレットを配布した。対象は仙台市内小中学校・

高等学校と保育園・幼稚園および児童館で，仙台市外では県内の全小中学校に配布し

た。また，マスメディアへの後援依頼，投げ込み，報道への前日公開を行った。館内

では， 4 月からエントランスホールにて垂れ幕の設置や PV の放映，フライヤーの配布

を 3 か月間実施した。  

回答者の 43％が，学校で配布されたリーフレットを通じて特別展を知ったと回答し

ており，リーフレット配布の広報効果が非常に大きいことがわかった。また，今年度

は科学館 HP や SNS，知り合いからの紹介で特別展を知った来館者も大幅に増加した。

これは，科学館や仙台市のウェブサイトでの情報掲載に加え，来館者の SNS による口

コミによって情報が広がったためと考えられる。多くのフォトスポットを設置したこ

とも，この効果を後押しした。なお，現在は科学館から SNS での情報発信は行ってい

ないが，今後の情報発信については検討していく必要を感じる結果となった。 

●展示内容について 

 今回の特別展では，東北初公開となるカムイサウルスの標本展示とパネル展示がメ

インとなり，その迫力を多くの来館者に感じてもらえた。また，解説が多いテーマで

ありながら，幅広い年代の来館者に満足してもらうために，解説はしっかり残しつつ

も体験型の展示を充実させた。ハンズオン展示やフォトスポット，着ぐるみ体験，ペ

ーパークラフトなどの体験について，大人も子供も一緒に楽しむことができたとい

う，好意的な意見が多く寄せられた。 

さらに，恐竜学者の小林教授や吉田学芸員による講演会も好評で，抽選による人数

制限など実施形態の課題は残るが，来館者の興味・関心を大いに高めた。アンケート

結果でも高い満足度が示されており，今回の特別展は企画の趣旨・意図に合致したも

のとなったと分析される。 


